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本人からのメッセージ

本研究事業の検討委員会に参画した本人及び各地域の活動情報から得られた本人の声より

●私たちからみて、身近な人であってほしい。

●推進員さんに会えて、本音を出せるようになった。
私たちの声を、地域の人たちや医療、介護、行政に、
届けてほしい。

●特別なことはいらない。あたりまえのことをふつうに
続けられるまちを、いっしょにつくってほしい。

●不安はあるけど、推進員さんがいつも前向きで
楽しそうなので、救われる。何とかなるって思える。
いつも、ありがとう。

●異動しても、その先で活躍してほしい。
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はじめに：推進員が、それぞれの市町村でよりよく活躍していくために

〇“推進員を配置済み”から、“推進員が地域共生の実現に向けて活躍する”ステージに
　認知症地域支援推進員（以下、推進員とする。）が、2018年度（平成30年度）からは全国す
べての市町村に配置されるになってから約5年が経過しました。
　この間、2019年6月に政府から「認知症施策推進大綱」が示され、目標年である2025年に向
けて、「地域共生」の実現を目指して、各自治体の取組みが活発になっています。そして、今年
度（2022年度）東京センターが実施した全国調査＊では、市町村が推進員を配置したことで多
面的な成果が生まれており、地域共生の進捗に推進員が寄与している市町村が約半数にのぼって
いることが明らかになりました。

〇推進員が、もっと楽に、よりよく活躍していくために、推進員活動の見直しと改善を
　一方で全国調査の結果から、推進員がたくさんの業務を抱え『やりたくてもできない』という
もどかしさをかかえながら日々を送っている人がたくさんいることや、やりがいを持って活動し
ている一方で負担感や就労形態により活動継続の不安定さを抱えている推進員も多いことが明ら
かになりました。
　推進員一人ひとりが、もっと楽になりながら、よりよく活躍していけるために、推進員の活動
環境も含めて推進員活動についての見直しと改善を図っていくことが、今、どの自治体でも求め
られています。

〇このガイドを参考に、新任・現任の推進員、そして自治体の担当者が、協働してともに前進を
　このガイドには、全国調査の結果と全国各地の推進員活動の実例をもとに、推進員が機能を高
めて活躍していくためのポイントや参考情報を掲載しています。
　新任の推進員は、ガイドを手がかりに最初の段階でこそポイントを押え、少しでも楽に、そし
て着実に活動を進めていっていただきたいと思います。また現任の推進員は、ガイドを参考にこ
れまでの活動を振り返り、活動をもっと楽に、そしてより効果的に進めていくための補強点や参
考情報を得て下さい。
　いずれにしても推進員活動は、市町村の担当者や関係者との協働が欠かせません。このガイド
を推進員と市町村の担当者・関係者がぜひ一緒に活用して、推進員が活躍しやすい環境を共に育
て、市町村の認知症施策を協働してより一歩前に進めていっていただけたら幸いです。
　なお今年度、「認知症地域支援推進員　活動情報集【地域共生編】」およびその動画、活動情
報をネットからご覧いただける活動情報システムもつくりました。このガイドとあわせて、ぜひ
ご活用ください。
　　推進員一人ひとりが、各自治体や地域を舞台に楽しく生き生きと活躍しながら、地域共生が
一歩一歩、現実のものになっていくことを願っています。

2023年3月
認知症介護研究・研修東京センター

＊2022年度　厚生労働省老人保健事業推進費等補助金（健康増進等事業）「認知症地域支援推進員の配置形態及び活動
実態に応じた機能強化に関する調査研究」
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市町村が推進員を配置することで、何がいいんだろう？

包括職員がいるのに、なんで。わざわざ推進員を配置するの？

市町村が、推進員を配置する意義（価値）は何か？

＊推進員を配置する意義 ⇒ 詳しくは、P.5 ～ 6 を

＊本ガイドでは、認知症地域支援推進員を、推進員と略して記載しています。

推進員さんがつないでくれるので現場の
情報が以前よりリアルに入るようになっ
た。みんなの力で、取組が自然と進みだ
した。

行政、包括はフルに頑張っているけど
やりきれてない。前に進めない。

＊施策担当者の声＊施策担当者の声

本人と地域の人たちが、楽しそうにとも
に過ごす場面を、推進員が日々の中でつ
くっている。
まちの中で広がっていて、うれしい。

地域共生って言われても、うちの
まちでは、まだ無理。もっと先の話。

以前：推進員配置無し これから：推進員が配置されて活躍

事業／関係者の
携連協働が不十分
方向性がバラバラ

施策の推進役
連携の要役が
不在／不足

地域共生が進まない
関係者の達成感があまりない
持続発展していかない

偏見が根強く
地域で暮らし続けることが困難

認知症の人の増加

積み残しの
地域課題が山積

認知症の人の増加

事業／関係者の
連携協働が深化
同じ方向を目指し

力が結集

地域課題が
一つ一つ解消
される

地域共生が進む
関係者の達成感が向上

自発的・持続発展的に展開

推進員
施策の推進役
連携の要役の

新しい認知症観が広がり
地域で暮らし続けることができる

認知症地域支援推進員が
活躍していくためのイラストガイド

もっと楽に、楽しく活躍を !
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認知症地域支援推進員が、地域を舞台に活躍しています

本人視点で、様々な事業を活かしながら

目指すは、わがまちなりの“地域共生”

～ 小 さ な ま ち で も 、 大 き な ま ち で も ～

人・こと・場・事業を、ひたすらつなぐ

推進員の活動のイメージを広げよう！

啓発・
本人発信支援

予防
（備え）

医療・ケア・
介護サービス・
介護者への
支援

認知症バリア
フリーの推進・
若年性認知症の
人への支援・
社会参加支援

⇒「認知症地域支援推進員　活動情報集（地域共生編）2023 年 3月版」もご参照ください。
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【活動の環境整備】
A.	市町村の構想・
	 イニシアティブ
B.	活動の体制作り

他のまちの推進員さんのように、うちのまちでも活躍したいなあ～
活躍するために、何が必要なんだろう？

やることが増えて大変！ これ以上、活躍と言われると辛い……。
楽に活躍していくために、どうしたらいいんだろう。

C.	担当者／関係者と
	 推進員との協働

★	小規模の市町村等で担当者が推進員
を兼任する場合、担当部署や関係部
署の関係者との協働の強化を

★それぞれの市町村で
推進員の活躍

推進員配置による成果

D.	活動の進め方
	 〜焦点とポイントを
	 　踏まえて〜

★全国調査を通じて、推進員が活動していく上で様々な課題（必要なこと）が
　あることが明らかになりました（下図の A ～ D）。

推進員が、もっと楽に、活躍していくために必要なことは？

◆推進員が活躍していくためには、
	「行政との協働」が、とても重要！
◆活動の焦点やポイントを知って、もっ
と楽に、楽しく活動し、取組んだこ
とでの成果を出していきたい！

◆課題の全体をみることで、うちの
まちで補強すべき点が明確になる。

◆推進員だけに頑張らせずに、行政だ
からできることが、いろいろある。

推進員

何をするにも
ポイントを大切に

活動の焦点に
注力しよう
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あわただしく毎日が過ぎていく。目先のことに追われがち。
推進員としての活動をもっとよりよくしたいけど、今までの繰り返し……。

課題が多すぎて、何から手を付けていけばいいのか？
一人で考えていても、いつもの枠内。行き詰まる。

推進員が、実際に無理・無駄なく活躍していけるために何からすればいい？

【活動の環境整備】
A.	市町村の構想・
	 イニシアティブ
B.	活動の体制作り

C.	担当者／関係者と
	 推進員との協働

★	小規模の市町村等で担当者が推進員
を兼任する場合、担当部署や関係部
署の関係者との協働の強化を

D.	活動の進め方
	 〜焦点とポイントを
	 　踏まえて〜

推進員

何をするにも
ポイントを大切に

活動の焦点に
注力しよう

各 市 町 村

ステップ１：担当者と推進員が一緒に、推進員が活躍するために必要なこと・できることを話しあおう
★課題を全体的にみながら、担当者と推進員が前向きに意見や提案を出し合おう。互いをわかりあおう

ステップ２：各立場を活かして推進員の機能強化・活躍に向けてアクションを
★話しあって一緒に決めたことを、一歩ずつ着実に。やって上手くいかなかったことも大事な実績。

★担当者が都道府県内の推進員の促進役と話しあい、一緒に効果的な促進策を練り、年々継続的に促進を。
＊全国調査結果から「推進員同士の機能強化の促進役」を積極的にやっていきたい推進員が全都道府県にいる！

管内市町村の実情・課題、提案等を把握 ⇒ 都道府県として、推進員の活躍の促進策を検討を

担当者も推進員も本当に忙しい！
◆	だからこそ、気軽に話せる関係を
育てて、率直なやりとりを。

◆	方向や方針あわせをしながら、
	 「できること」を具体的に見つけ
て、一緒に進もう。

◆市町村全体にむけたバックアップ ◆個別の市町村に応じたバックアップ

＊小規模な自治体等で行政担当者のみが推進員（兼任）の場合も、担当部署や関係部署の関係者と
　話しあい、推進員機能を市町村としてより拡充し、持続発展させていくことが必要です。

急がば、まわれ！

★部分的、単発的に取組んでも、あまり効果が出ず、長続きしません。
★推進員が、スムーズに、楽に、そして継続的に活躍していくためには、
　行政担当者と推進員が、まずは一緒によく話し合うことが何よりも肝心です。

都 道 府 県

このステップをくりかえし
協働関係を育てる機会として活かそう

全国一律のやり方ではなく、地域に

根差した活動が、持続発展していく

ように、前向きに話しあおう

一人では無理でも、一緒だと

やれることがいろいろ見つかる。

一つ一つ、一歩一歩。
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Ⅰ．推進員が活躍していくための基礎固め

1．市町村が推進員を配置する意義を確認しよう

＊	推進員がやりがいを感じて活動していくために、配置されての意義を知ることが大切

＊	市町村が推進員の人財確保や活動促進を経年的によりよく進めていくために、配置に

よってどんな意義があるのか、明確にしておくことが必要（説明できるように）

＊	地域の少子高齢化、認知症の人の増加が進む中で、自地域の未来を見据えながら、

なぜ推進員を配置するのか、その意義を地域全体で確認・共有することが必要

●市町村で推進員を配置する意義

◆	公的介護保険制度が施行されてからこの 20年あまりの間に、認知症の人の個別支援、そして地域支援の

試行錯誤が積み上げられてきており、認知症になってからも地域で希望を持って自分らしく暮らし続けら

れる可能性が大きく広がってきています（巻末参考資料参照）。

◆	その可能性を全国すべての自治体で着実に広げていくために、政府が推進する「認知症施策推進大綱（以

下、大綱とする。）」をもとにしながら、各自治体としての認知症施策の着実な推進が急務となっています。

◆	市町村が策定している認知症施策をもとに、行政や地域包括支援センター、多様な職種や立場の人たちが

多彩な事業に取組んでいきますが、それらがバラバラに進まずに、施策の目指す方向に向けて一貫して実

質的に推進していくことが、市町村の重要課題となっています。

◆	認知症施策や関連した取組みを一貫して実質的に推進していくことを、行政や地域包括支援センター等の

みで進めていくことは量・質的にも難しく、その推進を中心になって進めていく存在として配置されるよ

うになったのが推進員です。

★	推進員は、「認知症施策を一貫して実質的に推進していく」存在として、大切な意義を有しています。実

際に全国の推進員が、活動を通じて多彩な成果を生み出しており、施策の推進が加速される「良循環」を

生み出していることが確認されています（下ページ図参照）。

★	推進員は、施策推進による成果を連鎖的に生み出していく重要な意義を持つ存在です。
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図　認知症地域支援推進員を配置する意義

図　新しい認知症観への転換を

「本人の声を起点とした認知症地域支援体制づくりガイド（H29年度厚労省老健事業）」をもとに東京センター作図）

せっかく作った施策を実質的に推進してく
れる推進員さんがいてくれて助かる

意義といっても、おおげさなことではない
です。ハードルをあげないこと。
ケア現場で以前からやってたことを地域で
も、ふつうにやっているだけ。

「事業をやってます」どまりでなく、本人
さんが地域で生き生き暮らす実際の姿が
増えてきてうれしい！
その姿を見て家族や地域の人の意識が自然
と前向きにかわってきている

もっとよりよく生きられる本人たちが地域に
たくさんいる。それを応援したい人たちも
たくさんいる。推進員になれたことで本人と
多様な人をつなげやすくなった。

１）目指す方向に向かって認知症施策を
一貫して実質的に推進する

②本人視点での連携・協働の推進
本人視点にたった多種・多様な事業·資源をつなげ、
連携・協働を深めていくことができる
⇒地域にある力を結集し、同じ方向を自指して動
くネットワークを育てていくことができる

③認知症対応カ・チーム力の向上
認知症に関連して生じている地域課題を、チームで
一つ一つ解消していくことができる
⇒地域の人たちや専門職の認知症対応カ・チーム
カを高めていくことができる

2) 認知症施策の成果（アウトカム）を
生み出していく

Ａ．本人がよりよい人生行路をたどれる
偏見や認知症バリアが解消され、本人（住
民）が、認知症の初期から最期まで地域で
安心して自分の力を活かして（自立／自律
して）暮らし続けられるようになる

【地域共生の実班】
・本人が尊厳と希望をもって、認知症とと
もに生きることができるようになる

・認知症があってもなくても同じ地域社会
でともに生きていくことができるよう
になる

Ｂ．自発的・持続発展的に動いていく
成功体験を共有しながら、やりがいを持
ち、自発的に活動する地域の人・専門職等
が増える

良
　循
　環

①新しい認知症観の習発・普及
新しい認知症観を地域住民と専門職等に幅広く浸透
させていくことができる
⇒認知症に備えて、前向きに喜らし、支え合う人
たちを地域の中で増やしていくことができる

❶他人ごと、なりたくない、目をそらす、先送り

❷認知症だと何もわからない、できなくなる

❸本人は話せない／声を聞かない

❹おかしな言動で周りが困る

❺危険重視、過剰制限しても仕方ない

❻周囲が決める

❼本人は支援される一方、負担の存在

❽地域で暮らすのは無理

❾認知症は恥ずかしい、隠す

❿暗い、萎縮、あきらめ、絶望的

古い認知症観
（他人事、他者視点、問題重視、疎外、絶望）

❶わがこと、お互いさま、向き合う、備える

❷わかること、できることが豊富にある

❸本人は声を出せる／声を聞く

❹本人が一番困っている。本人なりの意味がある。

❺あたりまえのこと（人権）重視。自由と安全のバランス

❻本人が決める（決められるように支援）

❼本人は支え手でもある。経験者として大切な存在

❽地域の一員としてともに暮らす　＊施設入所後も

❾認知症でも自分は自分、自然体でオープンに。

❿楽しい、のびのび、あきらめず、希望がある

新しい認知症観
（わがこと、本人視点、可能性重視、ともに、希望）
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２．推進員の基本的役割と機能を確認し、日常業務の中で取組もう　

＊	推進員の基本的な役割と機能を確認し、自分なりのイメージを描いてみよう

＊	兼任の場合、ふだんの業務（相談、会議、各種事業等）を大切にしながら、その中で

推進員の役割と機能につながる点を見つけ、日常の中で推進員の活動を積み重ねよう

＊	携わる事業や取組が多岐に渡るため、何を目指して活動しているか、方向性を見失い

がち。自地域ならではの「地域共生の実現」という方向に照準をしっかりとあてて事

業や取組を「地域共生」につなげていく工夫をしよう

●国が示している推進員の３役割

◆	推進員は「認知症施策の推進役」「地域連携の要役」であり、国はその具体的な役割として「医療・介護

等の支援ネットワークの構築」、「関係機関と連携した事業の企画・調整」、「相談支援・支援体制構築、以

上 3役割を示しています（右ページ）。

◆	推進員が役割を果たしていく上では、市町村との実質的な協働が不可欠です。

◆	3 役割に関する事業として、認知症施策の事業が多数示されています。すべてこなすことが目的ではなく、

各種事業を手段として活かしながら 3役割を展開していきましょう。

⇒なお、関連する事業が年を追うごとに追加されてきています。新規事業をどのように活かしていくか、

また、既存事業とどう結び付けていくか、推進員が市町村の担当者や関係者と話し合いながら、「企画・

調整」をしていきましょう。

◆	３役割は相互に関連しあっています。3役割に関する事業を、「つなげる」あるいは「組み合わせる」ことで、

各種事業の継続性や連動性が高まり、無駄や無理を減らしていけます。

◆	役割すべてを一人の推進員が一気に果たしていくのではなく、担当者や関係者と相談しながら自地域に

とって優先順位が高い役割から始めて、徐々に役割の幅を広げていきましょう。　

●推進員の大切な機能（はたらき）

◆	推進員は３役割を果たしていく過程で、❶新しい認知症観を伝える （認知症観の転換）、　❷みんなに目指

す方向を伝える（ナビゲーション）、❸同じ方向を向いて活動していく仲間を増やす（仲間づくり）、 ❹本

人の声や地域（現場）の声をとらえて行政につなぐ（架け橋）等

	 施策や地域共生が実質的に進んでいくための、大切な機能（はたらき）を有しています。
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図　認知症地域支援推進員の役割と機能（はたらき）

図　認知症地域支援推進員の役割 出典：厚生労働省　青字東京センター

わ～、役割がいっぱい。
よくみると、今までやってきたこと
や、ふだんやってることで活かせそ
うなことがいろいろありそう。
みんなと相談しながら、自分なりに
地道にやっていこう。

今までの立場では部分的にしか動けな
かったけど、推進員の立場を活かすと、
いろいろなことがやれそう。
視野をひろげて、自分のまちで何があっ
たらいいか、みんなとちょっと楽しく
考えてみよう。

関係機関と連携した事業の企画・調整

●関係機関との連携体制の構築　　●認知症ケアパスの作成・普及

相談支援・支援体制構築
●認知症の人や家族等への相談支援
●必要なサービスが認知症の人や家族に提供されるための調整

●病院・施設等における処遇困難事例の検討及び個別支援
●効果的な介護方法などの専門的な相談支援
●「認知症カフェ」等の開設
●認知症多職種協働研修の実施

●チームオレンジのコーディネーター 2029年度より  ※場合に応じて
●社会参加活動のための体制整備 2019年度より
・市町村が適当と認めた者による農業、商品の製造・販売、食堂の運営、
　地域活動等の社会参加に対する支援
・専門家を派遣する等、利用者に対する技術・専門知識の指導・助言
・マルシェ等イベントの開催支援など
●認知症の人と家族への一体的支援 2022年度より

市町村

協働

認知症
地域支援推進員

重要

【配置先】
〇地域包括支援センター
〇市町村本庁
〇認知症疾患医療センター
　など

【事業名】
認知症地域支援・ケア向上事業
（地域支援事業）

医療・介護等の支援ネットワーク構築

協働

関係機関と連携した事業の企画・調整

相談支援・支援体制構築

医療・介護等の支援ネットワーク構築

わがまちなりの
地 域 共 生

日 常 の 活 動 を 大 切 に し な が ら

自 分 が 暮 ら し 、 働 く ま ち の な か で

３
　
役
　
割

❶新しい認知症観を伝える（認知症観の転換）

❷みんなに目指す方向を伝える（ナビゲーション）

❸同じ方向を向いて活動していく仲間を増やす（仲間づくり）

❹本人の声、地域（現場）の声をとらえて行政につなぐ（架け橋）

機
　
　
能

市
町
村

認知症
地域支援推進員
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３．方針と活動の焦点を確認し、そこに注力していこう

＊	推進員がやることは幅が広く多岐にわたります。限られた時間や自分の力を有効に活

かしていくために、どんな方針で、何に注力していていったらいいか、市町村の担当者、

関係者、市町村内外の推進員と話合い、方針と活動の焦点を明確にしよう。

＊	手がかりは、「認知症施策推進大綱」の中にあります。目指す方向にまっすぐと近づい

ていくために、日常の活動の中で、方針と活動の焦点に力を注いでいきましょう。

●方針と活動の焦点：日々の中で注力し、わがまちなりの地域共生を一歩一歩

◆	認知症施策推進大綱の方針「施策はすべて認知症の人の視点に立って」、「認知症の人やその家族の意見を

踏まえて推進する」は、自治体と推進員が共有すべき重要な方針です。

◆	大綱では５つの重点施策が示されています。この中で掲げられた「本人発信支援」、「認知症バリアフリー」、

「社会参加支援」は、施策の柱として大綱で新たに掲げられた項目であり、地域共生社会の実現にダイレ

クトにつながっていく今後の重要施策です。

◆	推進員活動においても、「本人発信支援」、「認知症バリアフリー」、「社会参加支援」の 3点を「活動の焦点」

として、そこに注力していくことが重要です。

◆	以上の方針や活動の焦点は、推進員に限らず、市町村及び医療・ケア・介護関係者、企業等も含めた地域

の人たちすべてにとって重要ですが、理念倒れに終わりやすい事項でもあります。推進員が様々な取組や

場面を通じて、この方針や活動の焦点を地域の人たちや専門職等に , 具体的に浸透を図っていきましょう。

多様な波及効果が生まれ施策が一体的に進みます。

◆	こうした活動を続けている推進員が各地で増えており。地域共生が日々の中で実現し始めています（「認

知症地域支援推進員　活動情報集（地域共生編）」を参照）。地域共生の実現を先延ばしにせず、推進員が日々の

活動を通じて、わがまちの共生を少しずつ実現していきましょう。

●方針と活動の焦点を、様々な事業を通じて展開しよう

◆	推進員が関わる様々な事業や場面で、方針と活動の焦点を活かしていきましょう。

◆	施策・事業全体が、一体的・効果的に進むとともに、関係者の主体性が育っていきます。
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行政と推進員が同じ方向性・方針、
焦点でやっていけばいい。
とてもシンプル、
周りにも説明しやすい。

焦点は、これだ！
基本的なことを丁寧にやればいい。毎日
たくさんのことをしてるけど、遠回り
せずに、焦点に注力しよう。

図　様々な事業・場を活かして、方針と活動の焦点を展開していこう

図　方向性・方針・活動の焦点：大綱を道標に

「認知症施策推進大綱（認知症施策推進閣僚会議　令和元年６月」第１．基本的考え方(p.3）をもとに東京センター作成

★方向性：認知症になっても希望を持って日常生活を過ごせる社会を目指す 

本人が、認知症とともに
希望を持ってよりよく生きる

認知症があってもなくても
同じ社会でともに生きる

認知症施策の柱：地域共生社会の実親に向けた手段
１．普及啓発・本人発信支援
２．予防
３．医療・ケア・介護サービス・介護者への支援
４．認知症バリアフリーの推進・若年性認知症の人への支援・
　　社会参加支援
５．研究開発・産業促進・国際展開

活動の焦点

方　針
本
人
の
視
点
の
重
視

本
人
、
家
族
の
意
見
を
踏
ま
え

共生

図　方針と活動の焦点に注力することで生まれる波及効果

地　域　共　生
～日々の中で～

希　望

本 人 視 点 で
～本人とともに～

連携・共創
＊本人参画、経験者にきく
＊多様な人と専門職・行政が
　つながり、本人と共に創る

普及・啓発
＊リアルに、核心を共有
＊自分事として、自然体で
＊住民専門職、行政が

早期～最期まで
＊元気な頃から地域でともに
＊経過にそってよりよく暮らす
　適時・適切に必要な支え

＊家族を楽に

備え（予防）
＊本人／自分が力を活かして

＊元気に暮らす
＊進行が緩やかに

＊医療·介護等の質向上

認知症バリアフリー
＊本人からみたバリアをなくす
 （人、情報、物理的、しくみ等）

本人の社会参加支援
＊本人が望む続けたいこと・
　やりたいことをかなえる

本人発信支援
＊本人が声をだせるように

活動の焦点 波及効果

方　　　針

◆方　　　針：本人視点～本人とともに～

◆活動の焦点：本人発信支援ー本人の社会参加支援ー認知症バリアフリー

★ 方 向 性
わ が ま ち な り の 地 域 共 生

チームオレンジ

質
の
向
上

質
の
向
上

すべての事業／取組は、地域共生の実現のための手段：本人視点で運動を図る

相談
・
支援

本人
ミーティング
ピアサポート

認知症
カフェ

本人と
家族の
一体的
支援

サポーター
養成
メイト活動

健康教室
予防（備え
早期対応
活動

見守り・
SOS
体制作り

初期集中
支援

地域ケア会議
多資源ネット
多資源研修

認知症
ケアパス
改良・活用

他
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４．担当者と推進員でよく話し合い、推進員が活躍しやすい環境づくりを一緒に　

＊	全国調査結果によると、市町村の担当者も推進員も、多岐にわたって「課題（必要な

こと）」を抱えながら働いている。

＊	推進員一人ひとりが、もっと楽に楽しく活躍していけるように、市町村の担当者 / 関

係者と推進員（全員）が、課題（必要なこと）の全体像を一緒に確認しながら、前向

きにアイディアを出し合う機会をつくろう

＊	「市町村（担当者）だからこそできること」、「推進員（同士）だからできること」、「担

当者と推進員がいっしょにやることで進むこと」について一緒に話合いながら整理し、

できることを着実に進めていこう。

●市町村担当者 / 関係者と推進員（全員）が課題（必要なこと）について話し合う機会をつくろう

◆	全国調査結果によると、人口規模の大小によらず、市町村の担当者も、推進員も多岐にわたる課題（必要

なこと）を抱えて働いています。課題が積み残しのままでは、推進員が活躍しきれず、推進員にも、担当

者にも、負担やストレスが蓄積されてしまいます。

◆	市町村の担当者 /関係者と推進員が話しあう機会としては、日常的なやりとりに加えて連絡会や検討会等

の集まりが各市町村であると思いますが、最低でも年に 1回は、お互いが抱えている課題（必要としてい

ること）を持ち寄って、率直に意見やアイディアを出し合い、課題を着実に解消していくための話合いを

持つことが必要です。

●お互いをわかりあい、前向きに話し合える機会を、タイムリーに

◆	課題解消というと固く深刻に構えて発言も限られた人中心になりがちですが「推進員が、もっと楽に、いっ

しょに活躍していけるようになる」ことをテーマに、担当者と推進員みんなが本音を発言できて、お互い

をわかりあい、できることを一つでも多く出し合って元気がでる集まりを企画しましょう（最初の声かけ

は、担当者、推進員どちらからでも。）

◆	年間スケジュールに組み込みましょう。開催のタイミングを工夫しましょう。

	 例　・年度当初に、新しい人との関係作りも含めて年間の取組を効果的に進めるために開催

	 　　・年度途中に開催し、推進員や現場の声や提案を、次年度計画や予算編成に反映

	 　　・年間事業が本格的に動き出す前のタイミングで、合宿形式で楽しく開催　　他

●話しあって決めたことを実行し、共有しながら、次へ進もう　⇒ｐ４のステップを参照
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◆市町村調査結果：市町村担当者　1,098（63.0％）
推進員の取組みを通じて、認知症があっても
なくても同じ地域でともに生きる（地域共生の）
意識や姿が広がってきている

認知症施策の推進のために推進員は
重要な存在であり、推進員の機能強化を
進めていきたい

52.9%

77.1%

◆推進員調査結果：推進員　3,690（46.0％）

推進員活動は、やりがいがある

推進員としてやりたいことがあるが、
できていない

70.9%

項目により2～6割

推進員活動を今後も続けていきたいが、
負担感や雇用形態、法人の意向等で、
続けていけるかわからない

40.8%

やりがいがあるのに、続けていけるか
わからない不安定の人が結構いそうだ。
行政の立場で何ができるか、推進員さん
によく聞いて話し合う必要がある

せっかく「やりたいことがある」のに、
できていないなんて、推進員さんはきっ
とつらいと思う、一つでも、できるよう
になるよう、話しあって、一緒に工夫し
たい

うちのまちの担当者さんは、
自分たち推進員の活動をどう受け止めて
いるのかな？
前向きに話し合ってみたいな。

うちは小さいまちなので、担当者が兼任
で何でも自分でやってたけど……。
部署の上司や他の部署の人たちと、推進
員の機能や意義について話し合ってもっ
と協働して機能を強めていった方が今後
のまちのためになる

推進員さんが機能を高めて、活躍してい
くための課題がいっぱい。
迷路に入らないよう、推進員さんと作戦
会議を開いて、うちのまちで活躍しやす
くなるよう、一番必要なことから順番に、
一緒にやっていこう

やっと課題の全体を、担当者の人とじっ
くり話し合えそうでうれしい。
課題がたくさんあるようで、関連して
いる。
基本的なことを担当者の人と共有でき
れば、あとはきっとスムーズに進むと
思う。これからが楽しみ。

推進員

推進員

市町村
担当者

市町村
担当者

【全国調査結果より】2022年9～10月に実施
【参　考】

推進員の機能強化に関する課題の整理（課題マップ）

※市町村担当者が
　推進員兼任で１名配置
　の場合は、担当部署との
　協働について

市町村調査結果、推進員調査結果より

※併記した数字
　市町村　推進員 わが町としての認知症施策の方向性・

方針が不明確・明確化が必要　83.4≒83.1

活動の体制づくり 担当者と推進員の協働 活動の進め方
適切な人財の確保・配置のための
調整不足・強化必要 80.3＜91.3

古い認知症観をかえていくことが
不足・必要 79.1<83.7

本人の声を起点とした取組みの
不足・必要 88.9≒88.1

地域にあるものを活かした
創意工夫の不足・必要 87.5<89.1

取組みをバラバラに行わず本人視点で
連結統合の不足・必要 85.0≒84.9

本人や地域と、行政をつなぐ機能の
不足・必要 81.0<89.7

わがまちの共生の具体的イメージ
の共有不足・必要 79.4<81.4

推進員の活動の焦点について、
共有不足・必要 82.3≒82.9

相談しやすい関係が不足・
強化必要 36.7<43.1

一緒に地元の本人の声を聴く
場面の不足・必要 70.9<73.1

関係機関や行政内関係部署との
具体的な調整不足・必要 78.7<82.6

活動・推進のフォーメーション
作り不足・強化必要 80.0＜83.8

分野横断の活動のための他部署への
推進員の周知不足・強化必要 87.1≒87.2

近隣の市町村の推進員同士が学びあい
支えあう機会不足・必要 84.6＞82.3

推進員のみでなく、施策担当者が施策や
全国の新しい動きを都道府県や全国で
学ぶ機会の不足・必要 65.1＜76.4

施策推進のための推進員の位置づけの
具体的共有が不足・共有必要　81.1≒81.7

活動したいができていない人財（確保）不足、継続不安定

その市町村での推進員配置の成果

推進員活動の成果創出・蓄積
持続発展できていない

市町村間での格差
施策の進捗、地域共生の進捗

推進員活動による変化／成果を
示せずにいる・未把握

５％以上差があり

注：イニシアティブ
　　上位下達ではなく、
　　わが地域の先を見越して
　　主体的に構想を描き、
　　示す、動く

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

市町村の構想・イニシアティブ

要注目：赤い囲みの項目
担当者と推進員の認識が
ずれていないか話し合おう
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Ⅱ．推進員が活躍していくための環境整備をしよう

1．市町村の構想とイニシャティブ

＊	推進員が認知症施策の推進役、連携の要役として、迷わずに自信をもって活躍してい

くためには、活動の道標となる市町村の認知症施策の構想（方向性、方針等）が明確

に示され、施策担当者 / 上司のイニシャティブがあることが重要

＊	推進員の位置づけ能を、市町村施策の中で位置づけ、推進員及び関係者と共有を図る

ことで、推進員の人財確保や活動促進、活動の持続発展につながる

●わがまちの認知症施策の構想の明確化と担当者 / 上司のイニシャティブが、推進員の活躍の後ろ盾

◆	全市町村に配置された推進員が活躍できているか、また活動を通じて変化や成果を生み出せているか、現

在、大きな市町村較差が生じています。

◆	推進員のキャリアや力量、やる気等は市町村によって大きな差がありませんが、人口規模の大小を問わず、

活躍や成果に較差が生じている大きな要因になっているのが「市町村の認知症施策の構想」と、「担当者

／上司のイニシャティブ」の 2点です。　

【市町村が認知症施策の構想を明確に示しているか】＊先行地域の計画を参考に次期計画をよりよく

・	 市町村の構想のあり方が、「活動の体制づくり」や「担当者と推進員の協働」、「活動の進め方」等、推進員活

動に関わるすべてのことを方向づけ、推進員を配置しての成果を左右しています。

・	 市町村の認知症施策の計画が、新しい認知症観（ｐ６参照）に基づいて策定され、「地域共生を目指す方向性」

と「本人視点を徹底する」方針が明確に示されていると、推進員自身が未来志向の発想をもて、有する力を

発揮して主体的に活躍しやすくなります。

【市町村の認知症施策の担当者 /上司のイニシャティブ】＊専門職そして事務職が構想を生きたものに

・	 市町村の構想を文言倒れにせずに、推進員が活動していく過程の要所要所で、担当者 /上司が構想を自らの

言葉で語り、方向性や方針通りに進めていくことのGOサインをしっかりと出してくれることを、配置され

た推進員が強く求めています。行政だからこそできる重要な役割です。

●計画等に推進員の位置づけ等を明記し共有することが、人財確保や活動の促進、持続発展の鍵　

◆	推進員を「地域共生を実現する重要な推進役」として計画に位置づけ、行政内および地域に共有すること

で、推進員の人財確保をしやすくなり、推進員の活躍の幅が広がります。

◆	推進員活動は継続性が非常に重要です。担当者の異動等の影響をうけずに、中長期的に人財を確保し活動

の持続発展性を担保していくためにも、計画等に位置づけることが重要です。
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全国の認知症施策の先進例の構想を参考に、わがまちの施策を未来志向でバージョンアップを

市町村のイニシャティブ：行政が率先しながら、上意下達ではなく、ともに進む

認知症地域支援推進員
活動情報集（共生編）

＊動画もあり

◆施策担当といっても、なって日が浅くて認
知症施策自体を十分にはわかっておらず、
ましてや推進員のことはまで、頭も手も
回っていなかった。

◆共生のまちづくりをしている市の担当者と
つながることができて、構想や計画策定と
か、どんどん参考にさせてもらっている。

◆予算や人手以上に、認知症施策は構想が重
要で、うちのまちも、進み始めた！

◆認知症に関する国施策や世の中の動
きが早くて、行政の担当者も大変だ
と思う。

◆うちのまちに役立ちそうな施策の構
想や他地域の情報を入手しているの
で、担当者の人に活かしてほしい。

◆計画が出来上がってから示されるの
ではなく、構想を練っている段階で
声をかけてもらえたらうれしいな。

市町村
担当者

市町村
担当者

推進員

推進員

◆自分は事務職だけど、
本人視点で、本人の声
を大事にすることが、
一番肝心だと思う。

◆うちのまちでそれがあ
たりまえになるよう
に、息長く一緒にやっ
ていこう

◆推進員さんから提案の
あった本人視点で事業
を見直して棚卸しをす
る件、今やるべき時期
だ。一緒にやっていこ
う。

◆実質的なことは、推進
員の皆さんに任せた。
また提案してほしい。　

◆	施策担当者自身（保健師等の専門職、そして事務職の人）が、古い認知
症観から脱して、新しい認知症観にもとづく施策の構想や方針を前向き
に示してほしいという声が、推進員から非常に多く寄せられています。
＊	それらを担当者が、自分の言葉でいつも前向きに語ってくれるこ

とで、勇気づけられ、くじけずに一歩前に進むもモチベーション
を維持したり、高めている推進員がとても多くいます。

＊	既存の事業内容や新規事業をどのように進めるかなどの決め事の
際に、従来通りのやり方を脱して「本人視点の方針を大切にして
見直そう」等、構想や方針を実行に移していく担当者のイニシャ
ティブが、推進員の活躍のためのジャンプボードになっています。

行政の積極性は重要ですが、それが上位下達の関係でなされているために、
行政の発想や決められた計画にあわせた活動を推進員がこなさざるをえなく
なり。推進員活動で非常に重要な本人視点にたった主体的で自由な活動を展
開できずに伸び悩んでいる推進員も少なくありません。
＊	地域共生の実現を着実に進めている地域では、施策担当者と推進員が、
認知症施策を「ともに推進していくパートナー同士」として対等な関係
を育てながら取組を展開していることも注目したい点です。

◆	人口規模が小さな村でも、大都会地でも、推進員が認知症の人とともに、
地域共生を日々の中で実現し始めています。

◆	推進員がそうした活動を活発に展開できているのは、その市町村の施策担
当者や上司の構想、後押し、GOサインがあってのことです。

◆	全国どの市町村でも、構想や計画を「地域共生」に向けて舵をきることで、
推進員がもっと楽に、楽しく活躍できるようになり、地域共生を日々の中
から実現し始めるようになることが期待されています。

◆	計画策定の段階から推進員に参画してもらい、実行性・実効性を高めてい
る市町村例もあります。次期計画の策定等のプロセスで、推進員のアイディ
アや提案を活かしていきましょう。

【参　考】

推進員を活かして



15

「共生」を目指す：インパクトのある資材で、構想と計画を一歩先に進める

◆	『施策担当者と推進員は、共生を目指す方向性と方針を共有できているが、上層部や関係者の理解
が得られず、なかなか前に進めない』。そんな声もよく聞かれます。

◆	文書や言葉による説明だけでは、なかなか理解を得ることが難しいといった状況がよくおこりま
すが、認知症があっても生き生き暮らす本人のリアルな姿や、それをともにつくりだしている地
域の実際の様子を短時間で伝えるインパクトのある普及動画を利用することで、解消をはかって
いる担当者が増えてきています（市民への啓発と同時に役所内での啓発が求められています）。

◆	「うちのまちではまだまだ理解を得るのは難しい」
	 「自分の説明では、なかなか（上層部等に）わかってもらえない」
	 こうした状況から少しでも前に進むために、以下のような資材をぜひ活用して下さい。

【参　考】

厚生労働書　令和 4 年度　認知症普及啓発事業
工藤公康さんと　認知症と共生する社会を考える　みんなでアクション！

～ 一人ひとりが希望がある　いっしょにかなえる仲間が広がる ～

プロ野球選手としてのキャリアを持つ工藤公康さんが、認知症の本人や地域の人たちと一緒に野球を
楽しんだり、語りあい、共生する社会に向けて、みんなでアクションしよう！というメッセージを伝
えています。

検索　⇒　厚生労働省　認知症　令和 4年度　認知症普及啓発事業
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/ninchi_hukyukeihatsu.html

推進員
が活躍
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【参　考】

認知症の人からのメッセージ動画 ～「希望の道」認知症とともに歩いていこう～

認知症の人本人が自らの希望を語り、地域の中でそれを実際に叶えながら生き生きと過ごしている姿を伝える動画

日々、自分らしく生きていく。つづけていこう、希望の道を。
認知症とともに歩いていこう。

・	全国の認知症の人が自分らしく前向きに認知症とともに生きて
いく姿を取材しました。

・	多様な地域、多様な年代の本人たちが、地域の中でよりよく生
きていける可能性をリアルに伝えています。

検索　⇒　厚生労働省　認知症　希望の道
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/ninchi/kibou.html

地域版認知症希望大使交流会 2022　日本認知症本人ワーキンググループ（JDWG）

今、全国の都府県で続々と登場している希望大使。
オンラインでつながり、自由に語りあい、交流している様子を動画
に収録。
希望大使は、特別な存在ではなく、ごくふつうの市民の一人であり、
チャンスがあれば、どの地域にも、発信できて、生き生き暮らし続
けられる人がたくさんいることを伝えています。

（令和 4年度　厚生労働省老健事業）

検索　⇒　JDWG　地域版希望大使　
http://www.jdwg.org/chiiki-kibo-taishi_2022/

認知症とともに生きるまち大賞　NHK厚生文化事業団

2017 年度から毎年続けられている「認知症とともに生きるまち大
賞」の全国各地の受賞地域の活動の実際がコンパクトな動画で見れ
る。

「認知症とともに生きる」が、全国各地で広がっており、本人が、地
域のさまざまな人たちといっしょに暮らしていけるたくさんの可能
性とヒントにあふれている。

検索　⇒　NHK厚生文化事業団　ともに生きるまち大賞
https://npwo.or.jp/tomoniikirumachi/?t=
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２．推進員の活動の体制づくり

＊	配置された推進員が活躍していくためには、市町村による推進員活動の体制づくりが

欠かせない

＊	体制作りは、市町村だからこそできることであり、市町村として進めていくことが求

められるが、体制づくりを進めるためには、市町村担当者が自地域で配置した推進員

から、活動の実際と活動上の課題を具体的に聞きながら、推進員と一緒に体制作りを

工夫し、年々よりよく整備していくことが重要

●市町村が、配置した推進員とともに、活動の体制づくりを、年々見直し、整備を

◆	全国調査結果では、市町村が推進員を最初に配置して以降、配置の仕方を変更した市町村が 57％に上っ

ています。

＊具体的には、「配置する組織の種類は増やしていないが、配置組織数数や配置人数をふやした」市町村が 28.9%、「配置
する組織の種類を増やし、配置総数も増やした」市町村が 18.9%と、推進員活動の全体的な拡充に向けた変更がなされ
ています。

◆	こうした配置のあり方の工夫も含めて、推進員活動の体制作りとして、市町村が様々な工夫をしています。

その主な点は右ページの通りです。

◆	市町村の規模の大小に係わらず、工夫できる点が様ざまあります。推進員の活動の中身と並行して、推進

員が実際に活躍しやすいように体制を、推進員とともに年々少しずつでも整備・拡充していくことが必要

です。

●推進員自身が有している情報や人財・ネットワークを活かして体制作りを進める　

◆	よりよい推進員活動をしていくために、推進員自身が活動体制について前向きに市町村に提案したり、自

分が長年認知症ケアにかかわってきた仲間のネットワークを活かして、体制作りに自ら動いている推進員

が各地でみられています。

◆	体制作りは、市町村が取組むことで整備が進んでいきますが、今後は、推進員自身も体制作りを市町村任

せにしたり、「うちのまちでは無理」とあきらめずに、体制作りにつて必要なことやできることを前向き

に提案していくことが必要です。

◆	今後は、推進員同士の集まりやネットワークで、活動内容に加えて、活動の体制づくりについても具体的

な情報や工夫について交換・共有しあうことも必要と考えられます。
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【１】適切な人財確保・配置のための調整　★全国調査では、推進員が担当者より高率で必要と回答
＜推進員は適切な人財確保が鍵＞
①	地域の医療・介護等の分野を問わず、適材を探す。呼びかけてなりたい人とつながる。
	 ⇒本人と所属組織長に会って、市町村として推進員の大切さを伝え就任を依頼（出向も含む）。
②	委託包括等に配置の場合、形骸化したり異動が頻繁におこらないよう、繰返し法人側に説明。
★③	推進員が異動後も、当人及び異動組織の了解が得られれば、
	 異動先でも推進員として活動を続ける体制とする。　

＜配置先の工夫・調整＞
①	本人視点にたって、本人が出会いやすく適切に支援・連携が図られやすい
	 場を考慮して配置先を工夫する。　
	 　例：地域密着型サービス事業者、医療機関、地域ネットの活動拠点等
②	包括的な連携協働を促進するため、多様な場に推進員を配置する

【２】推進員活動や機能向上を推進するためのフォーメーションづくり
＜推進員同士のフォーメーション＞　＊小規模で配置数が少い自治体は近隣地域と共同で
①	担当者と推進員で、活動の重点テーマを決め、推進員がテーマを選択して活動・全体で共有
②	推進員の職種や得意を活かして、相互に助言・バックアップしあう体制をつくる
③	近隣の推進員同士で、本人ミーティングや若年の人の支援など共同して企画・実施

★＜推進員とともに活動する推進役を育て、本人や地域と行政をつなぐ体制を拡充＞
①	地区ごとに推進員とともに活動する人材に募り or 声かけし、チームを編成
	 地域⇄推進員⇄行政の情報の流れのしくみと協働の実績を積上げる
②	自治体で本人視点にたった人材育成・チームを推進員とともに毎年継続
③	①②に加えて、育成した人財が推進員になっていくしくみづくり

＜推進員とともに活動する推進役を育て、本人や地域と行政をつなぐ体制を拡充＞
〇	市町村が、推進員と三医師（会）、介護士事業者組織、地域組織等をつなぎ、一同に会って交流や情報・
	 意見交換する機会を重ね、情報の流れや協働で動くフォーメーションをつくる

【３】分野横断の他部署への推進員の周知　　＊行政だからこそできること
①	保健医療福祉の関係部署に加えて、認知症の本人の視点にたって関係部署（総務企画、教育、商工、金融、
	 交通、生活安全・警察・消防、観光、農林推進等）に推進員の存在を周知
★②	多部署の職員が集まり、推進員とともに情報意見交換をする集まりを継続的に開催

【４】近隣の推進員同士のネットワークづくり
①	 近隣の推進員と合同での情報交換や研修等
②	 市町村主催の推進員の集まりやイベント、各種事
業の際に、近隣の推進員の参加を市町村がＯＫ
し、オープンに

③	 推進員が企画する近隣市の推進員との相乗りや
合同での取組みを市がＯＫする

【５】担当者が他とのネットワークづくり
★	 全国調査では、推進員が担当者より高率で必要と回答
（担当者が外とつながってほしい）

①	 担当者が全国の行政担当者の集まり（東京センター主
催の合同セミナー等）に参加、最新の動きや工夫を集
め推進員にも共有

②	 オンライン等で情報交換会を開催

推進員が活躍しやすい活動の体制づくり：市町村の工夫の様々

人財が蓄積、活動継続、異動先での
新たな活躍等、メリットが大

地域をよく見て
人財確保や配置を

一工夫すると
その後効果的に展開
お互いが楽になる

非常に効果的。
年々人財の層が厚くなり、
推進員活動と地域共生が

自然体で拡充
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Ⅲ.市町村担当者と推進員との協働

＊	推進員活動では、市町村担当者と推進員との協働が不可欠とされており、担当者、

推進員ともに「協働している」ととらえている場合が多いが、推進員がより楽に、

より活躍していくために、日頃の状況を振り返り、協働を深めていく工夫をしよう　

＊	担当者が推進員を兼任している場合も（場合こそ）、推進員としての役割や機能を

はたしていくために、部署内の他の担当者等との協働をより深めていこう

●まずは、気軽に相談しやすい関係作りを

◆	協働の第一歩となるのが、「気軽に話あえ相談しやすい関係」です。全国調査では、担当者よりも推進員

の方が、相談しやすい関係が不足しているという回答が多くみられました。

◆	担当者も推進員も、遠慮しすぎたり、自分から相手に壁をつくったりしがちです。「気軽に話しあう」「ちょっ

と相談を」。そんなシンプルなことを日常の中で大切にしていきましょう。

●わがまちの共生の具体的なイメージの共有

◆	推進員の活動で、これからますます大切になっていくのが「地域共生」です。イメージが漠然としたまま

だったり、担当者と推進員とでイメージがずれてしまっていないでしょうか。「このまちで共生って具体

的にどんなことか」楽しく話しあう機会をつくったり、一人の本人を通じて、あるいは事業の話合いなど、

様々な機会をとらえて共生について繰り返し話し合い、具体的なイメージを共有していきましょう。

●推進員の活動の焦点の共有：本人発信支援、社会参加活動支援、認知症バリアフリー（p.9 ～ 10 参照）

◆	多忙を極める中で推進員が活躍していけるためにも、何に注力していくのか、活動の焦点について担当者

と推進員が確認しあい、共有しあえていることが協働の中でも特に重要な点です。

●一緒に地元の本人の声を聴く場面を

◆	共生の具体的イメージを共有するためにも、活動の焦点を共有するためにも、その他、担当者と推進員が

協働していくすべてのためにとても有効なのが、一緒に地元の本人の声を聞く場面をつくること。担当者、

そして出来たらその上司にも、一緒に本人と出会い声を聴く機会を作っていきましょう。
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市町村担当者と推進員との協働のための工夫の様々（主なもの）

わが町の共生のイメージの共有

◆推進員さんにイメージ図を書い
　てもらってみんなで話し合った
◆自分事として話し合ってみた
◆本人の話を聞いて話し合った
◆本人と一緒に町歩きしその時
　の様子をもとに一緒に考えた
◆本人たちの実際の場面をもと
　に地図に落とし込んで話し合った
　　◆担当者と折に触れて共生の具体
　　　　について話し合う

気軽に話し合える関係づくり

◆対等が一番！対等で一緒にと常に伝えている

◆近くを通ったら立ち寄って、少しでも顔を見に

◆提案にはまずは、いいね！と。提案を大事に

◆忙しくても、会議の前後は、立ち話をするように

◆遠慮しないで、経過や相談事を細かく連絡してる

◆担当者の資科等でいいなと思う点を伝えている

活動の焦点の共有

◆焦点を絞ってやることで結局
　 はどの事業も中身がよくなって
　  いてやりながら
　  ◆事業をこなすこと人でなく本人
　 　 といっしょにつくっていく人だ
　   　と話しあっている
　　 ◆活動の焦点３つはつながって
　　　 いるから自然にやればいい
　 ◆活動を通じたちょっといいエピ
　　 ソードを担当者と共有
◆３つに焦点は、特別なことでな
　く、基本の基だと話しあっ
　ている

その他、工夫していること

◆計画や企画の最初の原から感触やアイディアをきく
◆推進員さんが必要な時、他部署の知合いをつなぐ
◆役所の大きな会議に参加してもらいつながりをつくる
◆担当者がやる集まりや行事に出向き準備等を手伝う
◆研修等で入手した資料を、コピーして渡している
　　◆おかしいなと思うことは、あいまいに流さず
　　　前向きに意見や提案をしている

◆担当者
◆推進員

一緒に地元の本人の声を聞く

◆毎週半日は、現場に行くと決めている
（推進員さんも知ってるので声かけてくれる）
◆声聞くとか構えず本人がいる場に遊びにいく
◆時々上司に、一緒に行きましょうと誘ってる
　（上司も、案外、喜んでいる）
◆特に新任の担当者に現場に来てと声をかける
◆散歩や花植えとか企画をし、楽しく参加しな
　がら、自然な声を聴いてもらう
　◆本人と一緒に役所に遊びに行き担当者に
　　　　あって話す
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Ⅳ．活動の進め方

＊	推進員活動には、目指す方向に向けた大切な役割機能や方針、活動の焦点といった基

本がありますが、どのように進めていくかは決まりや定型はなく、それぞれの地域の

特徴や推進員自身の立場・特徴を活かしながら自由度高く進めていける

＊	兼任のために推進員活動に時間を割けないという人も、役割機能をうまくはたしてい

くための推進員活動のポイントを参考に、業務を活かして推進員活動を日常の中で進

めていこう。一朝一夕ではなく、地道に、息長く。

●推進員活動の基本を繰り返し確認しよう：続けていきながら地域のあたりまえがかわる

◆	推進員活動の基本確認しながら（下図）、ひたすら目指す方向（地域共生）に向けて、本人視点で、日々

の中でコツコツと進めていきましょう。

◆	推進員が日々の中で活動を続けていくことで、地域の人たちや医療・介護の専門職等、みんなのあたりま

えが、本人視点、新しい認知症観に少しずつかわっていきます（無理にかえるのではなく、地域の人たち

や専門職等が内発的に変わっていくことが大切）。

●推進員活動のポイントを参考に、工夫をしながら

◆	全国各地にで、地域共生を日々の中で生み出し始めている推進員が増えていますが、その活動のポイント

で共通していることは、とてもシンプルです。

	 　❶ 本人の声から始める（本人の声を起点に）　＊ただし気負いすぎずに

	 　❷ 望む暮らしを一緒にかなえる

	 　❸ 地域にある力を見つけて伸ばす

	 　❹ 一人から一人へ、そして地域へ

	 　❺ 事業や取組を本人視点で継続・統合

	 　❻ 楽しく！　

	 ポイントを参考に動き出してみると、次に進む手がかりが見えてきます。

	 下ページのポイントについての工夫も参考に、ふだんの中からちょっと動きだしてみましょう。

★ヒントが欲しい、悩んでいる……そんな時は推進員仲間につながろう！➡巻末のすいしんいんネットに
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推進員活動の基本：日常の中で、繰り返し、確認しながら、

推進員活動の進め方ポイント

あくまでもヒント！　情報にとらわれず、一にも二にも、地域の本人とともに、日々、新鮮に

＊少しの工夫をしながら

図　方向性・方針・活動の焦点
　　　～様々な事業・場を活かしながら～

図　認知症地域支援推進員の役割と機能

楽しく具体的に

◆方　　　針：本人視点～本人とともに～

◆活動の焦点：本人発信支援ー本人の社会参加支援ー認知症バリアフリー

★ 方 向 性
わ が ま ち な り の 地 域 共 生

チームオレンジ

質
の
向
上

質
の
向
上

すべての事業／取組は、地域共生の実現のための手段：本人視点で運動を図る

相談
・
支援

本人
ミーティング
ピアサポート

認知症
カフェ

本人と
家族の
一体的
支援

サポーター
養成
メイト活動

健康教室
予防（備え
早期対応
活動

見守り・
SOS
体制作り

初期集中
支援

地域ケア会議
多資源ネット
多資源研修

認知症
ケアパス
改良・活用

他

協働

関係機関と連携した事業の企画・調整

相談支援・支援体制構築

医療・介護等の支援ネットワーク構築

わがまちなりの
地 域 共 生

日 常 の 活 動 を 大 切 に し な が ら

自 分 が 暮 ら し 、 働 く ま ち の な か で

３
　
役
　
割

❶新しい認知症観を伝える（認知症観の転換）

❷みんなに目指す方向を伝える（ナビゲーション）

❸同じ方向を向いて活動していく仲間を増やす（仲間づくり）

❹本人の声、地域（現場）の声をとらえて行政につなぐ（架け橋）

機
　
　
能

市
町
村

認知症
地域支援推進員

❶本人の声から始める
＊ふだんの中での、本人との接点を大切に
＊自然な対話や一緒に動いてみながら
＊いきなりではなく、つきあいながら
＊つぶやきや小さな声、声にならないサインも
＊そのままの声を記録、共有、蓄積。写真・動画も

❷望む暮らしを一緒にかなえる
＊声をもとに続けたいこと /やりたいことを話しあう
＊望みをかなえる作戦を本人や関係者と話しあう
＊本人なりのやり方、本人の力やつながりを活かす
＊本人と（わくわくしながら）やってみる
＊やったことを一緒に喜びあう、失敗も活かす
＊本人からみて、自分より最適な人にバトンを渡す

❸地域にある力を見つけて伸ばす
＊本人の視点で暮らしていくためのつながりを探す
＊できるだけ具体的に、ひとを探す
＊その人の声をよくきく、方向性を話しあう
＊活用ではなく、その人と一緒に、力を借りる
＊本人と人との出会いの中でのエピソードを大切に

❹一人から一人へ、そして地域へ
＊一人の本人の声や経過等を他の本人に伝える
＊本人同士が出会い、一緒に楽しめる機会をつくる
＊本人の声や経過を地域の人、専門職に伝える
＊活かせること、一緒にやれることを話しあう
＊地域での展開の時には本人が参画できるように

❺事業や取組を本人視点で継続・統合
＊本人の視点で、つながりのある事業・取組を探す
＊関係者と方向性を話しあい工夫・配慮を相談
＊本人が参加して、つながるための作戦会議
＊この過程でも本人発信、力の発揮を支える
＊経過の中での本人・関係者の声を活かし、
	 他のつながり作り（継続・統合）にもトライ！

❻楽しく！
＊本人から見て楽しいか、本人に聴きながら、楽しく
なるように一緒に工夫

＊書類、チラシ・広報等の言葉・表現も楽しく
＊企画調整役割を活かして、本人と楽しい企画を
＊自分自身の好きなことや望みもかなえる企画をたて
自分の仲間つながりに楽しく参画してもらう
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推 進 員 仲 間 の 声

＊	みんな最初は、どうしたら
	 いいか悩みます。

＊	一人で悩んでないで、仲間と
	 つながりましょう！

＊	おもしろいですよ～。

＊	職場や地域で、なかなか理解してもらえ
	 ないことが多いけど、必ず理解者がいます。
＊	方向性や大事にしたいことを、楽しく語り

続けていくと、きっと仲間や味方が現れます。
＊	仲間が増えて、仕事が楽になってきました。

＊	行政の推進員で、最初はなかなか
事業ありき、から脱皮できずに苦
労しました。

＊	でも活動している中で、本来行政
こそが、方向性や方針をきちんと
示して、揺らがずに進むべきだと
気づけました。

＊	自分がこれからも続けたいことを
もとに企画していったら、どんど
ん仲間の輪が広がってうれしい。
本人も大喜び！

＊認知症って、自分事だ～。

＊	地域共生っていうと、大変な感じが
	 しちゃうけど、“ともに”なんだと思い

ます。

＊	ともに”が、毎日の中で少しずつ積み
重なってきたら、本人が元気になって
うれしそう。みんなもうれしく本人に
元気をもらっています。

＊	推進員って、とても自由です。
	 もちろんやることは
	 山ほどありますが、その中から、
	 自由につくりだしていけます。

＊	本人視点、本人の声を合言葉に！

＊	最初、本人視点、本人の声と
	 言われても…と戸惑ってました。

＊	やってみてるうちに、
	 あたりまえのことだよね、
	 自分だったら……と自然に
	 なってきました。
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推進員の活動情報を、どうぞ気軽にごらんください

活動情報をコンパクトにまとめた動画です

Web推進員活動
情報共有システム

知りたい情報をキーワードで選択可能。
推進員活動情報の発信・共有・蓄積を推進。
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参考情報

　〇国の認知症施策の現状と方向性

　　（厚生労働省老健局　認知症施策・地域介護推進課）

　〇関連情報
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UVWXYZ\] _̂`abcdeghijklmno_`aiipstuv̂ wx̂ _`adynopz{op|~���ipstuv\����U�þþW��Z\] Ŵ��������Z\�����]��̂W_`aszvbl���vZW_`asznop��l���s�vZ\�������� ¡¢����£¤¥¦¥§©�IJ�ª���?? �'«+!"¬����� q��¨³q9¾É¢Ô
+ßªÔ��ß�����$/:EP�[f�r} q������������������� ¡¢£�45¤¥345¦§�©ª(«q�IJ q�������� ¬­13®�'(¯°±²´����µ�¶·�¸¹º�»¼�,-½¿(«q�IJ q�ÀÁÂÃ�Ä�¢«+ÅÆ¥Ç�ÈÊ q

ËÌÍÎÏÐÑÒÓÑÕÖ ×ØÙÚÛÜÝÎÞàáÜÑâãÞ�453¾É�29�����+ä?�å æç�èéÑ�����	
ÎÜÑ�Î���á�Ö '(��
�9'��ß�¢ �8�£���1�����3�¡���?�����
29!"�#�����«���( 1��²ä?¢!�"#�%�1�&'()*+,Ñ-â.0Ý12)34526é72689á;�Ýâ<á=>?@AB�Ö C«DF�GH�IJK3�LM�q�'(NOK����,-½¿�Q+,-�RS��T3UV�W#q9�����������+ä?9¢«+XYZ9\]^#��+ä?�_`
����a®+$/:EP�[f�r}1�b1����	±«�@A?cd*×ØÙeÑghij�6�Ñkl?mB�no�6�pstuâÑvÙ?wsxyâwtz2{á;�?@AB�`��������3J|�¸¹º��~3��������Â��q������Jç+�

����� ��������������
28



��q²½ÈÓÞéô���$ /:EP[fr} ���©�®�q²¯°�±³´µ¶·¸¹�q²º»¼¾¼¯¿À´ÞÁ¹ÂÂÃÄÅÆÇÉÊ¯Ë®�q²¯°ÂÌÍ¹ÎÏÐÑÒÔÂÐÕÖ×Ø¹ÙÚÛÜÝßÎÌÜàáâãÎÌä¯åÛæäç·¯¿Àèê¯ëì¯ÎÏ¯íé�ÅîïðñäÄò·¹�q²¯°óõ´ö÷øùúû¯üý¯ÓÞÅ��¯øùúä¯þ���Ü��äÄÌ¸¹	
��
�®�¹��������¾¼���q²������¾¼¯�q¯��Ä� !÷"} ��®#%¸�q²¯°:°ÂÂÃÄ&�'(´ÞÁÅ�q²¯°:°Ð)%¯*+®, Å�q²Äó-.Ã01´2-.3´çÒ.#%¸ÔÂÐ®4.Ò¹5ä´67EÄ(89.Ò;"} ��¯øùúä¯þ���Ü��äÄÌ¸¹	
��
�®�¹��������¾¼���q²������¾¼´öÁ<�q²ÄÌ¸¹��=>´��?ÂÄ@A9ÅB¼CD¼Fä´ÇG9<
�û¯HI�JµKÄLÒ.Ã	
EÄ@A¸¹"M<ÅN¯OÄQ�q²RHSJT´67EÄÇG9Å�q²ÄÌ¸¹/UEóVWÂÂÃÄÅX=Eó��Y�Z\Y¯]Gf^äÐ_`ÄaÍ¹bcÄ¸¹"
deghijklmjnop

stuvwxy z{|~����k��k����~�����������k~������� � ���op�����u�������y z{|lm���jn� ��¡k¢z{|��£¤¥¦§¨ª«¬­���u§��k<G~��R�op�]h �

s~����$/7R��89:;=>t?@ABCDEFHIEJKLu��M?�;N L @��E��¤OP§¢z{|~��������­��QS�T§¢����$/7R­U��;v w @z{|�VW{X��Y�E~�����������Z[E\^_��`a[Ebc�d�e�Ufg�ij�k�lmn~z{|~��������:;=>t?@ABCDEFHIE��M?�;\ ^ o @pqrtuv Ewmxyz{|r¥}�E�� E��k���� �p��t��E�������E��E��E��������R�$���$��RGE���E	
���� �pl
t����l
E¡lE���E����

z{|¤��§���{X���U��E������z{|�m���¤\� E�¦§!"��a#PU�§m
%��������R&E�$'($)�o&E����&E����&E*+�,&%

-.0123456z{|~�������
29



��q²½ÈÓÞÈéô���$/:EP[fr}���}�/:EP�$©®¯°±$³´�µ¶·̧ ¹ º»¼¾¿ÀÁÂ»º»/:EPÃ µ¶Ä̧ ¹ ÅÆÇÉÊËÌÍÅÌ�ÎÏÐÑÒ/:EP$ÔÕÖ×ØEéÙ/PÚÛÜµ¶·̧ ¹ÁÝßàá Ã âã�äåæçÆèê�ëìíîïðñòóõ$ö÷ø�$ùú[fû}��òüø�ýëìþ�òõÖ��¼��	
�õÖëì�
���òõÖëì���òõ �
����ÎÏÐÑ��� ���Ð��Ð !�"#%&

�'()*+,�-. �0�1

2345677895;;<<<=>6?<=@A=B8;97C;9DF9GHIJF79IF7D;KIJLG;G?M6DF>DNOGLQRQS=67>?

�ëìíîïìTUÈVEWWXÈÜYZ\] _̂q²½ÈÓÞÈéô`aÚXbc/dÈeÈ�ghijkÛlÈér}���íîï$Tmno$õ���gpsÖõtuvwxÙ/PÚÛÜ/:EPô$òüryz�ú{sj|~t���j� ����$���Y����������������_r��sÖÚXbc/dÈ��$|~g���Ö�f��r� �
�¡�¢�£è¤�¥%¦§�¨ª�«¬­����«íîï$Tmno$õ�gòü�jq²Öíîï$TtÖ�½$¬­rÈ´ÖÓÞ$éô��r��g�$/t½
²
²m:EwPmÖìTm[g
²xùfrr|}��ÚXbc/dÈ��g��i�Ö�/é�©P®rq²½ÈÓÞÈéô}��

¯×ØEé°EW±Ø©ÚÛÜ$³´
¯kÛlÈé�v¯Ù/PÚÛÜYµ¶À_ ¯·¸Y¹ºÀ»¼¾_

2345677895;;<<<=>6?<=@A=B8;97C;9DF9GHIJF79IF7D;KIJLG;6IHI96F¿HGF@A;HGF@A¿HAINDF96G;JFJÀ6F;HFKAI=67>?

�Á¸¹gÂÃ²Öíîï Äùfß�Å�ÆôíîïÇÉÈÊÈ$ËEÌXôÍx×ØEé°EW$±Ø©ÚÛÜr� Yß�ÁÎëÏ·Áë_��f¾ùfrÐÑ$ÒÔõr� Yß�ÁÎë_�

Õ Ö×ØÙØÚÛÜÝßàáâãäåæçèÖ×Øáêëìíîèïðñòèóõèö÷çèöáøùúûüýþ�����	
��
óóáÜè÷�Ýá��	�ÝÜî����ì����á�Õ ����� á!"ì#%&'()�è*+ò,-.,ì012×34÷55�'ó4�6 789;<!=>?@ABC���D!FGHHIJKLMNOQRSTUVWXYZ\]̂_
`Ö×ØFabcdeDghL̀ý� áijklámnûüýþ�lì,34o#ïðpsç�4� tuvwxyz�{|Ö×Ø~�ûüxyz�	���Ö×Øì,34ïð��	� �5ì���è������l	����ps�á��x��äìõó'�o#�ì��34�æ�è�á�ì�Ö×Ø�����	���ì���èÖ×Øì,34���ú"�55�ìè���úïðñò
�ñá �¡¢l�£¤ì¥%4øùì34�¦§̈ ª«¬�­���ì��4�Ö×Ø�����()GÁÝÝK

Ö×Ø���
vw���� tuvwxyz�lïð #þ.9
Ö×Ø~�ûüxyz�

:;<ý�óÜÜ�õ�ûïð �� Ø���á	#
Ö×Ø~�ûüxyz�è
��ûü.,l���ü

�nF�è��è���������l
�ß��  !

���ü��"$�%� &'�(�)*l	 ����������+,y��á-/Ö×Ø012 3*����è.9þ�è.94�lá5������ çá67-/�8

30



� �q²½ÈÓÞéôÞ���$/:$EP[fr}���©®¯°±³Þ���rr}��$$´Þµ¶·¸¹º»³Þ¼��¾r}��¿À°ÁÂ¸¹º»°ÁÂÃÄÅÅ³ÆÇÉÊ·Ë$ÌÞÍ/¾¿ÀÌÞÍ·ÎÏÐÑÆÒÔÊ·Õ³Ë$Ö×ØP[fË$ÆÙ:Ú¾½Û¾ÜÝßàáâãÜ´äåæ�¾�qç½èÓêëìÞíîßr¸¹°Á³Âïðñòóõ¾ö÷qøóõ¾ùúûüóõ¾ýþ�øóõ¾����óõÅÆ	
� ���¾�qç½
��¾��ô���Ö���	
ÌÆ��âã�ß¸¹°ÁßÉ�Æ®¯ÕâãÞ���¾}��ßÎÏ��ÐÑ� !"#%�&'()ß*+,-âãÞ.0æfÐÑÆ��Õ}��¿À°Ár¸¹°Á³	
'1%(23f4$56Þ¸¹ß7Æ8ØÍ�2Æ�qç½èÓêëìÞ9;
¸¹°Á<¾=Ö��}��ßÎÏ��ÐÑ)ß>?�*+�=@A,BC)ß>?¾¸¹º»ßDFÌÆ��

GHIJKLKMNOJQRSTUVGHIWXYZ\]^_`YZa_bcZdOeghMSiZcjkl_mnoWps

t}��$$´Þµ¶·¸¹º»ÂÂ5uÅì¿}��¿Àvw %xxywzÖ{|Å~������������ ����~������������������������������ ��¡¢��£¤��
¥¦§¨ª«¬­�����q²½È½ÓÞ¥é GHIJKLKMVNOJ]^_TUVô�J�S�$_/:WEPXMO[i[ihfr}Zcjk_�Pj��_©®~�� �̄°�±³´µ¶·¸¹� º»¼¾ ¿ÀÀÁÂ¾ÃÃÄÄÄÅÆ¿ÇÄÅÉÊÅËÁÃÂÀÌÃÂÍÎÂÏÐÑÒÎÀÂÑÎÀÍÃÔÑÒÕÏÃ¿ÑÐÑÂ¿ÎÖÐÏÎÉÊÃÐÏÎÉÊÖÐÊÑ×ÍÎÂ¿ÏÃÒÎÒØ¿ÎÃÐÎÔÊÑÅ¿ÀÆÇÙÚVNÛO}Ü[iZcÜÝßàáZcgâV]^Jã_ÝGHIhh\WäcZcgâÝåæç�èêëåì�íîïðñòîóêåõöì�íöï÷øùúûûüøýêþ�����	�
�îì�íîï�
������	þì�íðð�þ�	������������

r}���©®¯°±³Þ���r}����w w!"ß!#%&· !"#%�&'(ß'Ô(Æ}��ßÀÖ)E·r !"#%�&'(°ÁÂÃÄÅ³ÆÇÉæ¾*��ô�)É�Ê·Ë$Æ+,Ê·Õ³Ë$Ö×ØP[fË$ÆÙ:Ú¾�qç½
��¾��ô���Ö���	
ÌÆ��âã�ß¸¹°ÁßÉ�Æ®¯Õâã�ß¸¹°Á<¾*=�ß¸¹°Á$*-�.0æ,ÖP¾}��ßÎÏ��ÐÑ� !"#%�&'()ß*+,-âãÞ.0æfÐÑÆ��Õ123]^45ô�3]^45 67[894;�<=>��?@ì�íîABCDFGHîIJ>��>�KLMóNHîIJ>æçOQîRST6UãVWHX�¶Y><=T>�Z\��?@ì�íîABCDFGHîIJ>��>GHI]^_`_abJacSdjeghijklmnoJpstuvwGHIxyz{4|t~�������ÙGHIxyz{��������w���� ��oXxy�����pkLKps��t�wGHIJKLK�OJps��  ì�íîïöï¡�îD¢î£ó�¤¥¦§@�¨ª«¬�­öïðð�þABCDþ������
Lþ��åì�íðð�þ�	¦æçOQêþ#���åì�íöï�è~æçOQ�è~.9��ê�DO­¦WðTþ§��öïTþ§¦ABFG���­¦����GHI]^_`_abJacSdjeghijklmnJ���_GHIJKM��j	eghijklmn45t
�w�_��}V1UãVWo��ejgh_��ej����ü����ø�øë��î��ú�Tþ�����öï¡�îD¢î£ó� �­¦�

!"$%&'($%&)*ø+ø,-/0î/1ð��
�î
2>æçT�D¢ ~��������������34~����������������� ������������� ��¡¢��£¤��
5³´µ6ø78ø:~æç�è�;<==>?@AABBBCE<FBCGHCI>A?=JA?KL?MNPQL=?PL=KARPQSMA<PNP?<LTNMLGHANMLGHTNHPUKL?<MAQLQV<LANLRHPC<=EF

31



��q²½ÈÓÞéô½È��Ó�$/:EôP[²fr}��ô�©®̄ Eé°±®³´µ¶éôP·¸¹²±º»[²¼µ¼é¾[̄ ô¾[̄ }¿éÀÁ²ÂµÃ³ÄÅ$Æ ¶̄ÇÉÊ¿ËÌÞ:EÍ é̄ÎÏ$ÐÑEô½ÈÒ»[±Ô²ÕÖ×}ØÙ³½È��Ê´µ¶éôÔº[³½È��ôÔ ĒÀÁ$ÚÑEéÛ̧ Ü²ÞÝµÊ¿Ëßàáâãäåæçèê
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関 連 情 報 

関 連 情 報 一 覧 

【【厚厚生生労労働働省省】】  

■認知症施策関連ガイドライン(手引き等)、取組事例（一覧）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000167902.html

■オレンジポスト 知ろう認知症（厚生労働省認知症施策推進室 フェイスブック）

https://www.facebook.com/オレンジポスト知ろう認知症厚生労働省-認知症施策推進室-1623614051099456/

■認知症の人の日常生活・社会生活における意思決定支援ガイドライン（2018年）

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12300000-Roukenkyoku/0000212396.pdf

【【認認知知症症地地域域支支援援推推進進員員】】  

■■「活動促進資材一式（活動ガイド・活動情報集・取組み情報共有システム・活動動画）（2022年度）（認知症介護研

究・研修東京センター）

https://suishinin.jp/suishinin/sanko_shiryo/index.php

【【認認知知症症ケケアアパパスス】】  

■■「認知症ケアパス作成の手引き」国立長寿医療研究センター（2020年）

https://www.ncgg.go.jp/ncgg-kenkyu/documents/CarePath_2020.pdf

【【認認知知症症のの本本人人向向けけガガイイドド、、本本人人ミミーーテティィンンググ、、本本人人座座談談会会、、社社会会参参加加活活動動】】  

■「本人にとってのよりよい暮らしガイド 一足先に認知症になった私からあなたへ」（2017年度）

http://www.jdwg.org/guide/

■「本人ミーティング開催ガイドブック」（2016年度）

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12300000-Roukenkyoku/honninmeeting1_1.pdf

■本人座談会（映像）（2017年度）

https://www.npwo.or.jp/dementia_campaign/index.html

■「はたらきたい、楽しみたい～まちに出かけ、一緒に、いい日々を～」（2020年度）

https://www.dcnet.gr.jp/pdf/download/support/research/center1/381/t_2020_katsudo_suishin_leaflet.pdf

【【認認知知症症のの人人のの希希望望をを叶叶ええるるヘヘルルププカカーードド】】  

■希望をかなえるヘルプカード普及資材一式（2021年度）（認知症介護研究・研修東京センター）

https://www.dcnet.gr.jp/support/research/center/detail_391_center_1.php

【【認認知知症症のの人人とと家家族族のの  一一体体的的支支援援】】  

■認知症の人と家族の 一体的支援プログラム（2022年度）（認知症介護研究・研修仙台センター）

https://www.dcnet.gr.jp/support/research/center/meeting_center_support/

【【認認知知症症初初期期集集中中支支援援】】  

■「認知症初期集中支援チームの効果的な活用に向けた調査研究事業」報告書（2017年度）（国立長寿医療研究セン

ター）  http://www.ncgg.go.jp/ncgg-kenkyu/documents/H29rouken-4houkoku.pdf 

【【認認知知症症カカフフェェ】】  

■認知症カフェ関連資料

（認知症介護研究・研修仙台センター）  https://www.dcnet.gr.jp/support/cafe/index.php 

【【地地域域のの見見守守りり・・SSOOSS体体制制構構築築】】  

■「見守り・SOS体制作り基本パッケージ・ガイド」（2017年度）（認知症介護研究・研修東京センター）

https://www.dcnet.gr.jp/pdf/download/support/research/center1/t_h29SOS_guide.pdf

【【若若年年性性認認知知症症】】  

■若年性認知症資料集（認知症介護研究・研修大府センター）https://y-ninchisyotel.net/information/
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令和４年度　厚生労働省老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業）
「認知症地域支援推進員の配置形態や活動実態に応じた機能強化に関する調査研究」
社会福祉法人浴風会　認知症介護研究・研修東京センター
2023年3月

認知症地域支援推進員活動ガイド　2023年3月
～もっと、楽に、楽しく、活動を～




